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　　　　　　　　　　　　　地域の中核を成す公的病院として

　昭和４５年３月に、本市域唯一の公的医療機関であった「大阪警察病院富田林分院」が廃院となり、地域医療の確保が大き

な課題となりました。

　その後、本市では公的病院の設置に向けた取り組みを進め、当時、土地区画整理事業を実施していた金剛東地区に、本市

と府が共同で病院を建設し、「社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会（以下、大阪府済生会）」が運営を担う「公設民

営」の形態で、昭和５２年１０月に「富田林病院」が開設されました。

　以来３９年間、富田林病院は、市民の命と健康を守る市民病院として、また、南河内医療圏の公的病院として、地域医療の

確保と医療水準の向上などに大きな役割を果たしてきました。

　　　　　　　　　　　 施設・設備の老朽化が深刻な状態に

　しかしながら、開設以来４０年近くなる富田林病院の施設・設

備の老朽化は、良質な医療サービスの提供に支障を来しかねな

い深刻な状態となってきています。

　１９年に一度、病院の建て替え計画を検討しましたが、当時は

国の新医師臨床研修制度の導入により、医師の大学病院への引

き揚げが続いており、富田林病院でもその影響を受け、医師不

足により経営状況が悪化したことから、建て替え計画の検討を

一時中断し、経営の立て直しを図るべく努力を重ねてきまし

た。

　　　　　　　　　　   良質な医療を安定的に提供するために

　以降、本市では、まずは病院の安定的な運営に必要不可欠である医師の確保が最重要課題であると位置付け、大阪府済生

会と協力しながら、精力的に関係機関へ働き掛けるなど協議を進めてきました。

　その結果、近畿大学医学部との協定締結や他の大学医学部の協力などにより、

２８年４月に新院長を迎えるとともに、循環器を中心とした内科系医師が充実され

るなど、継続的な常勤医師の確保に一定の目途がつき、経営状況も改善しました。

　そしてこのたび、本市と大阪府済生会双方の合意により、富田林病院の建て替

えに向けて、協定書を締結することとなりました。

※今後、大阪府済生会と連携しながら、建て替えを本格的に進めていくことにな

りますが、その都度、 進 
しん

 捗 状況などを広報誌などで市民の皆さまにお知らせして
ちょく

いきます。
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　　　       富田林病院の建て替えに向けた協定を締結しました

　２月８日、多田市長、岡上大阪府済生会支部長、宮崎富田林病院長な

どが出席し、建て替えに向けて協定を締結しました。

　　　　　　　　　　　　　　　協定書の主な内容

①新病院は、現地建て替えを基本に、大阪府済生会が開設者として建設工事を施工します

　開設者を大阪府済生会に移行することで、今後創意工夫の下、自主性を発揮した良質な医療の提供や地域医療との連携

など、地域の中核を成す公的病院として大きな役割を果たしていくものと考えます。

　また、現地建て替えをすることにより、引き続きこのエリアを休日診療所、けあぱる、富美ヶ丘荘、四天王寺悲田富田

林苑が隣接する医療と介護などが連携した福祉・医療ゾーンとして運営することが可能となります。

②新病院の建設などにかかる費用は市と大阪府済生会双方で２分の１ずつ負担、現病院施設の
解体費は市で負担します（市の負担額の上限は６３億円まで）

　今回の建て替えは市立病院の老朽化に伴うものですが、財政状況が厳しい中、市が建て替え費用を全額負担することは

非常に困難であり、市と大阪府済生会が力を合わせることで、将来にわたり安定的に地域の医療を確保し、市民へ良質な

医療の提供ができること、また、市が関わる公的病院が市内にあるということは、安心して暮らせるまちづくりに大きく

寄与するものと考えます。

　本市の負担額は、新病院の建設などにかかる費用と新規に取得する医療機器などの購入費用の２分の１、および現病院

施設の解体費としますが、費用がいくら高くなった場合でも市の負担額の上限は６３億円までとします。

③建て替え用地は、市が大阪府済生会に無償貸与します

　開設者の移行後も引き続き、市民への良質な医療サービスの提供と安定・継続した病院運営に協力する趣旨から、新病

院を建設する用地については、無償貸与という形で市が協力します。

④開設時期は、３１年度中に一部供用開始をめざします

　富田林病院の施設・設備の老朽化は日々進行しており、一日も早い建て替えが必要と考えます。

⑤新病院については、一般急性期を基本に、
引き続き公的病院としての機能を担います

　新病院については、一般急性期を基本に病床数を２６０

床とし、引き続き、政策的医療といわれる救急・小児・

災害時医療を提供します。

　また、 分  娩 料や個室料についても、市民への優遇措置
ぶん べん

を引き続き継続します。

問い合わせ　健康づくり推進課〔(２８)５５２０〕

●済生会とは

　社会福祉法人恩賜財団済生会は、一般的な医療法人と異なり、医療

法第３１条で公立病院や日本赤十字病院などと同じ公的医療機関として

定められています。

　済生会は、明治４４年に設立された日本最大の社会福祉法人で、　「生

活困窮者支援の積極的推進」「最新の医療で地域に貢献」「医療と福祉、

切れ目なく」の３つの目標を掲げ、４０都道府県で医療・保健・福祉活

動を展開しています。　

多田市長 岡上支部長宮崎院長
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申
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者
本
人
が
お
越
し
く
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前
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防災無線を活用した定期放送を実施し
ています

　今年は未曾有の大災害といわれる阪神淡路大震災

から２２年、東日本大震災から６年が経過します。

　私たちは、この大規模災

害の教訓を忘れることな

く、防災意識を持ち続ける

とともに、災害に対する備

えをすることが重要です。

　本市では、土砂災害危険

地域と河川の浸水想定区域

を中心に防災無線システム

を整備しています。

　これにより、風水害など

による土砂災害などの発生の危険性が高まったと

き、避難勧告などの情報をいち早く皆さんにお知ら

せすることができます。

■定期放送を実施しています

　防災無線を活用し、災害発生時に備えた平常時の

放送点検と、子どもたちに帰宅を呼び掛けるために

定期放送を実施しています。

とき・内容　毎日、午後６時（１０月～翌年２月まで

は午後５時）、童謡「夕焼け小焼け」（メロディのみ）

■防災啓発放送を実施します

　東日本大震災の発生から６年となる３月１１日、

午後２時４６分ごろに防災啓発放送を実施します。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０１）
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本
市
に
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
育
ま
れ
、
先
人
か
ら
引
き
継

が
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
が

数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
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こ
れ
ら
を
保
存
・
活
用
し
、

市
民
文
化
の
向
上
や
郷
土
文
化

の
発
展
に
役
立
て
、
市
民
共
有

の
財
産
と
し
て
次
世
代
へ
確
実

に
継
承
す
る
た
め
、
現
在
、「
市

文
化
財
保
護
条
例
」
の
制
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
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こ
の
た
び
、

同
条
例
の
素
案

が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
な
ど
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
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案
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課
お
よ
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図
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役
所
の

ご
案
内
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
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ン
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直
接
持
参
も
可
。
電
話
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、

反
映
で
き
る
よ
う
に
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
別
に

回
答
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
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富
田
林
商
工
会
で
は
、
富
田

林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
を
設

置
し
、
富
田
林
な
ら
で
は
の
魅

力
あ
る
産
品
を
独
自
の
基
準
で

「
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
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　本市を南北に貫く近鉄長野線（古市駅から河内長野駅）の沿線には、富田林寺内町を

はじめとして魅力的な観光資源が数多く点在しています。同キャンペーンでは、多くの

人に近鉄長野線に乗ってさまざまな観光スポットを巡っていただく「ちょい旅」の魅力

を発信します。

　関連イベントも開催しますので、皆さんもご家族やお友達と同キャンペーンに参加し、

近鉄長野線沿線での「ちょい旅」を楽しんでみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　都市魅力創生課（内線４２４）

●「ことりっぷ　近鉄長野線版」を発刊

　旅好きな女性に人気のガイドブック「ことりっぷ」

の無料冊子版として「ことりっぷ　近鉄長野線版」を

発刊します。富田林寺内町を中心に、近鉄長野線沿線

の歴史や自然、グルメ、体験などのお薦めスポットを

「ことりっぷ」の目線から紹介します。

　「ことりっぷ　近鉄長野線版」は、３月８日～、市

役所、金剛連絡所、きらめきファク

トリー、エコール・ロゼ４階の市情

報発信コーナー「とんかつランド」

で無料配布します。

　皆さんも「ことりっぷ」を持って、

近鉄長野線沿線での散歩を楽しみ

ませんか。

●「れきし　おいし　とんだばやしフォト
コンテスト」

　スマートフォンの画像共有アプリ「インスタグラ

ム」を使って応募する、同フォトコンテストを開催

します。

　本市のお薦めスポットを写真に撮って、ぜひご応

募ください。

とき　３月６日～２６日

入賞　最優秀賞（１点）、優秀賞（２点）

※応募方法や応募要件など詳しくは、

同キャンペーン特設ホームページ（上

記参照）に掲載する同フォトコンテストの応募要領

をご覧ください。

※写真を撮影する際は、地域にお住まいの人に配慮

し、マナーを守ってください。

●「れきし　おいし　とんだばやし抽選会」

　皆さんがお薦めする本市の一押しスポットを写真

に撮って、同抽選会に参加してみませんか。

とき　３月１８日、１９日、２０日、２５日、２６日

、いずれも午前１１時～午後６時

参加方法　

・皆さんがお薦めする本市の一押しスポットを携帯

電話やカメラで撮って、きらめきファクトリーへ

・抽選会場で写真を提示し、アンケートに回答

※抽選で、特賞（各日１本）、「れきし　おいし　とんだ

ばやし賞」（各日５本）が当たります。

※参加者には、参加賞をプレゼントし

ます（各日先着２００人）。

※詳しくは、同キャンペーン特設ホー

ムページ（上記参照）をご覧ください。

３月１日スタート！

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれききききききききききききききききききききき～「れきしししししししししししししししししししししし　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししししおいし　とととととととととととととととととととととんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばやややややややややややややややややややややとんだばやしししししししししししししししししししししし　キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催キャンペーン」関連イベントを開催～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

●「れきし　おいし　とんだばやし
キャンペーン」特設ホームページを
開設

　３月１日～、同キャンペーン特設ホーム

ページを開設しますので、ぜひご覧くださ

い。

◆アクセス方法

・アドレス〔http://www.city.tondabayashi.

osaka.jp/public/section/sousei/

tonphoto2017/index.html〕を直

接入力

・右記ＱＲコードを読み取る

・市ウェブサイトの各課のページ「都市魅力

創生課」からアクセスする
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シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
本

市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
（
住
所
と
氏
名
が

記
載
さ
れ
た
水
道
代
な
ど
の
領

収
書
、
賃
貸
契
約
書
、
郵
便
物

の
コ
ピ
ー
な
ど
）
と
印
鑑
を
持

参
し
、
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連

絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
学
生
（
住
民
登
録
さ
れ
て
い

な
い
）
に
貸
家
さ
れ
て
い
る
家

主
の
皆
さ
ん
へ

　
短
期
大
学
生
や
大
学
生
に
貸

家
さ
れ
て
い
る
家
主
は
、
シ
ー

ル
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
時
に
は
、
印
鑑
と
建
物

の
名
称
や
所
在
地
、
部
屋
番

号
、
学
生
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

学
校
名
、
学
年
、
学
生
証
番
号

が
必
要
で
す
。

■
転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
さ
れ
る
場
合
は
、
転

出
届
の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し

て
く
だ
さ
い

　
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

他
人
に
譲
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。

シ
ー
ル
は
４
月
か
ら
使
用

で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色

分
け
し
て
い
ま
す
。　

年
度
の

２９

シ
ー
ル
は
、
４
月
か
ら
の
収
集

に
使
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、　

年
度
の
シ
ー
ル
が

２８

残
っ
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

紙
お
む
つ
な
ど
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
に
ご
み

シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し

ま
す

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
さ
れ
て
い
る
人
に
、
申
請
に

よ
り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付

し
ま
す
。

●
交
付
枚
数
　
１
週
間
に
つ

き
、
燃
え
る
ご
み
専
用
シ
ー
ル

２
枚

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送

で
配
布
し
ま
す

　
茶
色
の
封
筒
に
、
シ
ー
ル
と

「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

の
保
存
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同

封
し
、
ご
家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投

函
し
ま
す
。
３
月
　
日

～
　

１５

２８

日

の
間
に
郵
送
で
配
布
し
ま

す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス
ト
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
シ
ー
ル
は
世
帯
の
人

数
ご
と
に
分
け
て
発
送
す
る
た

め
、
同
じ
地
域
、
同
じ
住
所
で

あ
っ
て
も
到
着
が
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

ご
み
の
分
別
に
関
す
る
情
報
や

収
集
の
曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
種
類
、

枚
数
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
　
日

を
過
ぎ
て
も

２９

シ
ー
ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、

衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～
１
４

６
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
申
請
　
初
め
て
の
申
請

に
は
証
明
が
必
要
で
す
。
衛
生

課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
「
障
が
い
者

等
日
常
生
活
用
具
給
付
等
決
定

通
知
書
」
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す

る
か
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人
に

証
明
を
受
け
て
、
衛
生
課
ま
た

は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い

◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）
　
※
証
明
手
数
料

は
無
料
で
す
。

無
料
ご
み
シ
ー
ル

を
配
布
し
ま
す

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
。

●
シ
ー
ル
の
返
却
　
転
出
な
ど

の
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９２９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
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自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
は
、
脳
機
能
の
発
達

が
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障

が
い
で
あ
り
、
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
対
人
関
係
を
築
く
こ

と
が
苦
手
で
す
。
発
達
障
が
い

の
あ
る
人
が
社
会
の
中
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
発
達
障

が
い
に
対
す
る
私
た
ち
一
人
一

人
の
理
解
が
必
要
で
す
。

　
同
啓
発
デ
ー
を
契
機
と
し

て
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w

w
.w
o
rld
a
u
tis
m
a
w
a
re
n
e
s

sd
a
y
.jp

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が

定
め
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
厚
生
労

働
省
で
は
こ
の
日
か
ら
８
日
ま

で
を「
発
達
障
が
い
啓
発
週
間
」

と
位
置
付
け
、
自
閉
症
を
は
じ

め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ
の
理

解
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日毎年４月２日はははははははははははははははははははははははははははははははははは

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓世界自閉症啓発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーでででででででででででででででででででででででででででででででででデーですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

●
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
  

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
府
で
は
、
同
啓
発
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
府
内
の
主
要
建
物
を

同
啓
発
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

と
き
　
４
月
２
日

、
日
没
（
午

後
６
時
　
分
ご
ろ
）
～
午
後
　
時

３０

１１

と
こ
ろ
　
大
阪
城
天
守
閣
、
天

保
山
大
観
覧
車
　
※
天
保
山
大

観
覧
車
は
午
後
　
時
ま
で
。

１０

問
い
合
わ
せ
　
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー「
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

〔

０
６（
６
９
１
０
）
８
０
０
１
〕

春
の
全
国
火
災
予
防
運

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動動

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううううううう

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
ののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
ののののののののののののののののののののの
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ
ののののののののののののののののののののの
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所

消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
でででででででででででででででででででででで

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
こ
の
時

期
に
、
防
火
の
重
要

性
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
３
月
１

日

～
７
日

ま
で

全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の

発
生
や
拡
大
を
防
止
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
尊
い
生
命
や
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
、
火
災
防

止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

募
集
職
種
　
①
介
護
福
祉
士
ま

た
は
看
護
師
、
②
理
学
療
法
士

ま
た
は
作
業
療
法
士
、
③
社
会

福
祉
士
ま
た
は
介
護
支
援
専
門

員
、
④
保
健
師
ま
た
は
地
域
保

健
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
た
経

験
の
あ
る
看
護
師

※
①
②
は
介
護
老
人
保
健
施
設

職
員
と
し
て
、
③
④
は
地
域
包

（
一
財
）
市
福
祉
公
社

「
け
あ
ぱ
る
」
職
員
募
集

括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
と

し
て
採
用
予
定
。

採
用
予
定
人
数
　
各
１
人

試
験
日
　
３
月
　
日

　

２３

採
用
予
定
 日
　
５
月
１
日


申
込
書
の
配
布
・
受
け
付
け

け
あ
ぱ
る
総
務
課
〔

　
８
６

（２８）

０
０
〕
で
配
布
す
る
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

写
真
を
貼
り
、
資
格
証
明
書
な

ど
を
添
え
て
、
３
月
７
日

～

　
日

 （
　
日

を
除
く
午
前

１７

１３

９
時
～
午
後
５
時
）
ま
で
に
同

課
へ
　

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
宅
地
建
物
取
引
な
ど
の
場

で
、
同
和
地
区
で
あ
る
か
ど
う

か
を
尋
ね
た
り
、
同
和
地
区
で

あ
る
こ
と
を
理
由
に
宅
地
建
物

を
購
入
し
な
か
っ
た
り
す
る
こ

と
は
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
人
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
、
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
入
居
を
断
る
こ
と

も
差
別
と
な
り
ま
す
。

　
住
ま
い
の
差
別
を
な
く
し
、

全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
ま
ち
を
、
私
た
ち
み
ん
な
の

力
で
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

や
め
よ
う

　
住
ま
い
の
差
別

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

取り付けましたか？住宅用火災警報器                
～全ての住宅に設置が義務化されています～

　住宅火災で亡くなられる原因の多くは、「逃げ遅れ」によるものです。

住宅用火災警報器を設置することで、万一火災が発生しても早期発

見・避難につながり、皆さんの大切

な「いのち」を守ります。

　市消防本部では、設置状況などを

調査するため、市立小・中学校を通

じて、住宅用火災警報器に関するア

ンケートを実施しました（右図参照）。

　まだ設置されていないご家庭は早

めの設置をお願いします。

　また、すでに取り付けられている

ご家庭は「いざ」というときにきち

んと作動するように、日頃から手入

れや点検をしましょう。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液



９

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

３
月
は
自
殺
対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

強
化
月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
で
す

　
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多

く
が
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

で
あ
り
、「
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
次

の
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
や
友
人
な
ど

身
近
な
人
の
悩
み
に
気
付
い
た

ら
、
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
次
の
機
関

な
ど
へ
の
相
談
を
す
す
め
、

じ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０
（
０
６

４
）
５
５
６
〕（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前

９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

※
３
月
１
日

、
午
前
９
時
　３０

分
～
　
日

、
午
後
５
時
ま
で

３１

は
　
時
間
体
制
で
相
談
を
受
け

２４
付
け
ま
す
。

■
関
西
い
の
ち
の
電
話
〔

０

６（
６
３
０
９
）
１
１
２
１
〕（
３

６
５
日
、　

時
間
対
応
）

２４

■
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０

（
７
８
３
）
５
５
６
〕（
毎
月
　１０

日
、
午
前
８
時
～
翌
午
前
８
時
）

■
若
者
専
用
電
話
相
談
（
わ
か

ぼ
ち
ダ
イ
ヤ
ル
）〔

０
６
（
６

６
０
７
）
８
８
１
４
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
水
曜
日
、
午

前
９
時
　
分
～
午
後
５
時
）

３０

■
府
妊
産
婦
こ
こ
ろ
の
相
談
セ

ン
タ
ー
〔

０
７
２
５
　
５
２

（５７）

２
５
〕（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
月
～
金
曜
日
、
午
前
　
時
～

１０

午
後
４
時
）

■
府
債
務
整
理
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
（
借
金
の
悩
み
相
談
室
）〔


０
６
（
６
２
１
０
）
９
５
１
２
〕

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
）

３０

●
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）

　
府
で
は
、
大
切
な
人
を
自
死

（
自
殺
）
で
亡
く
さ
れ
た
人
の

た
め
に
、
来
所
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相
談
員

が
、
ご
遺
族
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
電
話
の
際
に
は
、「
自
死
遺

族
相
談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
府
こ
こ
ろ
の
健
康

総
合
セ
ン
タ
ー
〔

０
６
（
６

６
９
１
）
２
８
１
８
〕（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
月
～
金
曜
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）へ

４５

※
府
携
帯
サ
イ
ト
の
自
殺
対
策

の
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
:

//k
o
k
o
ro
-o
s
a
k

a
.jp
/j/

〕
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
の

相
談
窓
口
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

　
同
駐
車
場
は
、
自
転
車
と
原

付
バ
イ
ク
（
　
㏄

以
下
）
が
駐

５０

車
で
き
、
一
時
利
用
も
可
能
で

す
。
自
転
車
の
定
期
利
用
に

は
、
学
生
割
引
（
高
校
生
以
下
）

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
鉄
長
野
線
「
喜
志

駅
」
改
札
口
へ
は
、
地
下
専
用

通
路
で
直
結
し
て
お
り
雨
の
日

　
自
転
車
や
バ
イ
ク
を
路
上
な

ど
に
放
置
す
る
と
、
歩
行
者
や

車
い
す
の
通
行
を
妨
げ
る
だ
け

で
な
く
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
特
に
、
駅
周
辺
は
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

年
２
回
「
交
通
安
全
講
習
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
一
人
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学

び
、
実
践
す
る
た
め
に
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
交
通
安
全
講
習
会

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
程
な
ど
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

※
い
ず
れ
も
　
分
前
よ
り
受
け

３０

付
け
開
始
で
す
。

※
全
て
の
会
場
で
手
話
通
訳
が

付
き
ま
す
。

※
運
転
者
講
習
受
講
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

春春のの

交通安全講習交通安全講習会会

を開を開催催しましますす

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

も
大
変
便

利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

利
用
時
間

午
前
６
時

～
翌
日
の

午
前
０
時

　
分
３０利

用
料
金

下
表
の
と

お
り

申
し
込
み
　
同
駐
車
場
〔

　（２４）

６
２
９
３
〕
へ

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜喜
志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志志
駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地

市
営
喜
志
駅
地
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

自
転
車
駐
車
場
の
ご
利
用
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををを



１０

　
　
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

２９
と
飼
い
犬
登
録
を
、
左
表
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

※
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
小
雨
決
行
。
午
前
中
に
中
止

が
決
定
し
た
場
合
は
、
そ
の
後

天
候
が
回
復
し
て
も
、
そ
の
日

は
中
止
と
な
り
ま
す
）。

※
体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
る
場

合
や
治
療
・
投
薬
中
の
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
の

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
２
５
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
０
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と

注
射
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
会
場
に
は
犬

を
お
と
な
し
く
で

き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
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受
け
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううう

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹

都
市
協
会
で
は
、
両
市
の
友
好

親
善
を
深
め
る
た
め
、
昭
和
　４８

年
か
ら
交
換
学
生
を
相
互
派
遣

し
て
お
り
、
今
年
は
受
け
入
れ

の
年
に
な
り
ま
す
。

　
同
協
会
で
は
、
こ
の
夏
来
日

す
る
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　
交
換
学
生
は
３
人
で
、
滞
在

期
間
を
前
・
後
半
に
分
け
、
１

人
が
２
家
庭
に
滞
在
し
ま
す
。

家
庭
で
の
受
入
期
間
　
７
月
　２１

日

～
８
月
　
日

ま
で
の
間

１０

で
約
　
日
間

１０

募
集
件
数
　
６
家
庭
（
同
協
会

に
お
い
て
選
考
）

申
し
込
み
　
市
民
協
働
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
市

民
協
働
課
（
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と

の
姉
妹
都
市
交
流
）」か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
　
日
３１


ま
で
に
市
民
協
働
課
内
同
協

会
事
務
局
〔（
内
線
４
７
３
）
・


　

９
０
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル

(２５)

k
y
o
u
d
o
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a

s
h
i.lg
.jp

〕
へ
（
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）

●
説
明
会
を
開
催

　
交
換
学
生
の
受
け
入
れ
概
要

に
つ
い
て
説
明
後
、
質
問
に
お

答
え
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
　
日

、
午
前
　

２６

１０

時
～
　
時
１１

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室

申
し
込
み
　
３
月
　
日

、
午

２４

後
５
時
　
分
ま
で
に
、
同
事
務

３０

局
（
内
線
４
７
３
）
へ
　

※
説
明
会
へ
の
参
加
の
有
無

が
、
選
考
に
影
響
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ののののののののののののののののののののののののののののの
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
ススススススススススススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

交
換
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

キャリアチェンジ犬引き取りボランティア
を募集しています

　（社福）日本ライトハウス盲導犬訓練所（千早赤阪村東

阪１２０２）では、盲導犬にならなかった犬「キャリアチェ

ンジ犬」を一般のペットとして引き取っていただける家

庭を募集しています。

　キャリアチェンジ犬は１～２歳の若い犬たちで、盲導

犬にはなりませんでしたが、決してダメな犬ではありま

せん。キャリアチェンジ犬を新しい家族として迎えてみ

ませんか。

●引き取りの主な条件

・屋内飼育が可能であること

・愛情を持って育てていけること

・健康管理がきちんとできること

※詳しくは、同訓練所ホームページ〔http://www.guide

dog-lighthouse.jp/〕をご覧ください。

問い合わせ　同訓練所〔(７２)０９１４・(７２)０９１６〕（祝

日を除く、月～金曜日、午前９時～午後５時）
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す
ば
る
ホ
ー
ル
内
に
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
自
主

活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
学

習
、
会
議
、
交
流
な
ど
の
た
め

に
使
用
で
き
る
部
屋
で
す
。

　
室
内
に
は
、
印
刷
機
、
貸
し

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

部
屋
の
利
用
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
グ
ル
ー
プ
登
録
が
必
要

で
、
活
動
内
容
や
会
員
構
成
な

ど
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
グ
ル
ー
プ
に
な

る
と
、
登
録
団
体
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
」

に
参
加
し
て
、
市
と
連
携
し
て

事
業
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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登
録
グ
ル
ー
プ
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
今
年
４
月
か
ら
の
使

用
を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
　
日

ま
で
に
申
請

１７

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
権
政
策
課
（
内

線
４
７
４
）
へ

●
な
の
花
畑

と
こ
ろ
　
佐
備

利
用
料
　
年
額
５
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
、
種
・
苗
・
肥
料

４０

代
、
農
具
使
用
料
な
ど
含
む
）

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
、
ト
イ

レ
、
休
憩
所
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
東
さ
ん
〔

　（３４）

５
３
５
１
〕

●
松
村
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉
（
Ｊ
Ａ
大
阪
南

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
）

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
０

円
～
３
万
８
０
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
１
５
６
平
方
㍍
）

８５

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
５
６
６
３
）
６
２
３

７
〕

●
錦
織
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
一
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
万
円
（
１
区

画
約
　
平
方
㍍
）　

５０

※
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
常
駐
、

完
全
指
導
型
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
忠
勝
さ

ん
〔

　
３
６
７
４
〕

（２３）

●
も
と
き
り
ん
フ
ァ
ー
ム

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
６
８
０
０

円
～
２
万
５
２
０
０
円
（
１
区

画
約
　
～
　
平
方
㍍
）

６６

９９

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
、
ト

イ
レ
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
福
田
さ
ん
〔


　
２
１
３
６
〕

（３４）

貸
し
農
園
の

利
用
者
を
募
集

働くことに関する無料相談を          
ご利用ください

　人権文化センター内にある市就労支援セン

ターでは、「子どもの手も離れてきたし、そろ

そろ働きたい」「なかなか仕事が決まらない」

「働きたいけど何から始めていいのか分から

ない」など就職について悩

みや疑問のある人を対象

に、就労支援コーディネー

ターによる無料相談を実施

しています。

　また、月１回市役所での出張相談も実施し

ていますので、ぜひご利用ください。

●お出かけ就労支援相談

とき　３月２８日、午前９時３０分～正午

ところ　市役所４階Ａ会議室（当日、直接会

場へ）

問い合わせ　市就労支援センター〔(２４)

３７００・(２５)５９５２〕

職場の労働問題で悩んでいませんか
～総合労働相談コーナーのご利用を～

　大阪労働局では、労働問題に関するあらゆ

る分野（解雇、労働条件、配置転換、いじめ、

嫌がらせなど）の相談を大阪労働局および府

内１３カ所の労働基準監督署に設置した総合労

働相談コーナーで受け付けています。また、

電話での相談も受け付けています。

　相談内容に応じて、助言や指導をはじめ、

関係法令や判例などの情報提供、関係機関の

案内などをしますので、労働者はもちろん事

業主の皆さんもご利用ください。

◇総合労働相談ダイヤル

とき　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、

午前９時～午後６時、〔０１２０(９３９)００９〕　

※携帯電話やＩＰ電話などからはご利用でき

ません。つながらない場合や携帯電話からは

〔０６(７６６０)００７２〕へおかけください。

問い合わせ　大阪労働局指導課〔０６(６９４１)

８９４０〕

●
ハ
イ
ジ
の
里

と
こ
ろ
　
龍
泉

利
用
料
　
年
額
１
万
８
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

８８

※
駐
車
場
、
農
業
用
水
道
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
松
村
さ
ん
〔


０
９
０
（
８
７
９
１
）
５
８
９

５
〕

●
西
田
農
園

と
こ
ろ
　
錦
織
北
二
丁
目

利
用
料
　
月
額
１
５
０
０
円

（
１
区
画
約
　
平
方
㍍
）

２５

※
駐
車
場
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
　
西
田
　
正
雄
さ

ん
〔

　
０
６
３
２
〕

（２４）

●
ｈ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ａ
ｗ
ａ
小
規
模

農
園
Ａ

と
こ
ろ
　
山
中
田
町
一
丁
目

利
用
料
　
年
額
１
万
円
（
１
区

画
約
１
０
０
平
方
㍍
）

問
い
合
わ
せ
　
堀
川
さ
ん
〔


０
９
０
（
６
９
８
７
）
３
８
１

７
〕

観光などで宿泊をされる際には

　宿泊は、旅館業法に基づく許可を受けた施設（ホテルや旅館など）をご利用ください。

　また、「民泊」で宿泊される場合には、国家戦略特別区域法に基づく国家戦略特別区域外国

人滞在施設経営事業「いわゆる特区民泊」の特定認定を受けた施設をご利用ください。

※民泊とは、住宅の全部または一部を活用して宿泊サービスを提供することを一般的に指します。

※特定認定を受けた施設のリストなど詳しくは、府ホームページ〔http://www.pref.osaka.lg.

jp/kankyoeisei/minpaku-service/〕をご覧ください。

問い合わせ　旅館業については、富田林保健所衛生課〔(２３)２６８２〕、「いわゆる特区民泊」に

ついては府環境衛生課〔０６(６９４４)９９１０〕


